
わたしたちが体験し学んだこと
～障がい者スポーツの魅力と可能性～

公開シンポジウム

日時：2017年2月4日（土）
　　　 13:30 - 15:30〈受付開始 13:00〉

会場：信州大学松本キャンパス
　　　共通教育棟 北校舎 3F

長野県障がい者スポーツ協会 平成 28 年度障がい者スポーツ普及振興事業補助金
「次世代につなぐ障がい者スポーツの理解推進モデル事業」

　このシンポジウムの主役は、モデル事業の一
環として県内 2 地区で行われた障がい者スポー
ツ ( サウンドテーブルテニス、車いすバスケッ
トボール、フロアホッケー、シンクロナイズド
スイミングなど ) の体験会 / 講演会に参加した
若者たちです。小・中学生と大学生の参加者を
パネリストに迎え、前半は彼らがそれぞれの体
験を通して理解したこと学んだことについて発
表します。後半は会場の皆様とともに、障がい
者スポーツの魅力と可能性、これからの特別支
援教育や共生社会のあり方などについて自由に
意見交換を行います。当日は会場内に活動記録
の写真と小中学生のメッセージをパネル展示し
ます。どうぞ気軽にご来場ください。参加費無
料。

長野市立吉田小学校/信州大学教育学
部附属松本小学校/信州大学教育学部
附属松本中学校
長野県松本盲学校/信州大学教育学部
特別支援教育コース
以上の各学校の子どもたちと大学生

パネリスト：

障がい者スポーツ関係者、教員、学生、一般市民対象：
70名 (先着順。事前予約は必要ありません ) 定員： 

次世代につなぐ障害者スポーツの理解推進モデル事業
実行委員会（代表 信州大学教育学部教授 小島哲也）

主催：

次世代モデル事業シンポジウム事務局
〒380-8544 長野市西長野６信州大学教育学部 宮地研究室
Tel/Fax 026-238-4201  E メール miyaji@shinshu-u.ac.jp　

問い合わせ先：

司会
加藤 彩乃
(信州大学全学教育機構助教)

コーディネーター
宮地 弘一郎
(信州大学教育学部准教授)

小林 敏枝
(清泉女学院短期大学幼児教育科教授)


